
確かな学力向上を図る学習過程と家庭学習の工夫 

【吉川市教育委員会】  

１ 学校、学年、教科 …小学校、全学年、算数  

 

２ ねらい 

基礎・基本の確実な定着を図るとともに思考力・表現力を育成する。そのために①「目指す児童像」の策定 

と実践、②話し合い活動の充実、③ノート指導の充実、④ドリル学習の徹底、⑤家庭学習の全校実施を行う。  

 

３ 取組内容  

（１）発達段階を考慮した「目指す児童像」の作成  

    算数科における「学習態度」「思考力」「書く力」「聴く力・話す力」「家庭学習」について、「目指す児童

像」「評価規準」「手立て・方策」を作成した。発達段階を考慮しながら低・中・高のブロックごとに作成し、

全校で共通理解のもと指導にあたった。  

  

（２）話合い活動の充実  

 低学年ではペア学習、中学年ではグループ 

内で考え方を発表、高学年ではグループ内で互 

いの考えを交流というように、児童の発達段階 

に応じた話合い活動を授業に取り入れた。そ  

の際、「目指す児童像」の「聞く力・話す力」に 

示された話し方や聞き方について指導し、定着 

を図った。                    

          

   

「手立て・方策」（思考力） 

低学年 中学年 高学年 

話合い活動の様子 

話し方・聞き方に関する掲示物 
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家庭学習で「学ぶ力」を育てましょう 

 小学校の学習は、将来子どもたちが社会人として自立するための基礎となる大切なものです。学

校で子どもたちの学力向上に取り組んでいくと同時に、学校と家庭が連携することで、学習内容が

より確かに定着し、学力がより一層伸びていきます。この「家庭学習の手引き」をお子様と一緒に

ご覧いただき、家庭学習の手助けとしてご活用いただければ幸いです。  

 

吉川市立関小学校 

家庭学習の手引き 
～進んで学ぶ子どもを育てるために～ 

（３）ノート指導の充実 

     計算の仕方やノートのとり方について、「○小スタイル」を作成し、共通理解のもと指導を行った。また、

学習の流れや、使用する学習用具（下敷き・定規）を統一することで、学年が変わっても同様に学習を進め

ることができるようにした。 

 

 

 

（４）習熟の時間・ドリル学習の徹底 

   毎週 1回、業前にドリル学習の時間を設定し、計算問題や基礎的・基本的な学習内容の定着を図った。ま

た、毎時間必ず習熟の時間を設けるようにし、学習内容を着実に身に付けられるようにした。 

 

（５）家庭学習の全校実施  

   「家庭学習の手引き」を作成し、全校に一斉配 布 

して家庭に理解と協力を求めるとともに、記録票 や 

計画表の活用など学年で共通理解を図り、指導に あ 

たった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題  （○印は成果，△印は課題） 

○「目指す児童像」の作成により、指導方針について学校全体で共通理解を図ることができた。また、系統性

が明確になったことで、前学年で身に付けてきた既習事項を生かした指導がしやすくなった。 

○発達段階に応じた話し合い活動を授業に取り入れることで、低・中学年は自信をもって自分の考えを発表で

きるようになった。高学年では互いの考えのよさに気づき、互いを認め合うことができるようになった。ま

た、他の教科においても算数で学んだ話し方を用いて話し合い活動ができるようになった。 

○「関小スタイル」を用いて指導することで、学年が変わったりクラス替えがあったりしても戸惑うことなく

学習を進めることができるようになった。 

○復習を中心としたドリル学習や家庭学習によって基礎・基本の定着が図れた。同時に家庭学習では家庭にお

ける学習習慣を定着させることができた。 

△話し合いに積極的に参加することができない児童に対する支援のあり方について工夫の余地がある。 

△基礎基本の定着に個人差が見られるので、学習内容や家庭学習の取り組ませ方など、個に応じた支援のあり

方をさらに改善していく必要がある。 

「○○小スタイル」） 

児童のノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                   ◎目標を立てて取り組みましょう。 
☆ 毎日，決めた時間に机に向かいましょう。 
☆ １日の家庭学習の時間を決めましょう。 
☆ テレビや音楽を消して勉強しましょう。 

 

☆ 国語の音読（学習しているところを読む） 

☆ 漢字練習（習った漢字を練習しよう） 

☆ 算数の問題（ドリル，プリント，教科書）など 

やくそく 

宿  題 

学習時間の目安 

４０分 

 

○音読のしゅうかんが身につく。気持ちをこめて読む。 
○習った漢字を読める，書ける。 
○国語じてん，漢字じてんを正しく使える。 
○短い詩やことわざをおぼえる。 
○ことばのつながりを考えて文章を書くことができる。 
○わり算の筆算ができる。 
○平行四辺形や台形のとくちょうが分かる。 
○分度器を正しく使うことができる。 
○４７都道府県の名前と位置が分かる。 
○パソコンでローマ字入力ができる。 

 
 

○学校で習ったことの復習をする。○いろいろなドリルに取り組む。 
○まちがった問題や分からなかった問題をやり直してたしかなものにする。 
○読書をする。（はいくなども読んでみましょう。） 
○教科書をよく見て写す。      ○百人一首や詩をあんしょうする。 
○作文や日記を書く。        ○読書の感想を書く。 
○じてんや図かんで調べる。     ○生き物や植物を観察する。 
○いろいろな図形をかく。        ○家の手伝いをする。 
○明日，学校で勉強するところを予習する。 

４年生ではこんなことが できるようにしよう 

宿題のほかに こんなこともしてみよう 

 

○お便りをお家の人に見せましたか。  ○宿題は，終わりましたか。 

○明日の時間わりをそろえましたか。  ◎もう一度 たしかめましょう。 


